






要約:潜在的甲状腺機能低下症の鑑別診断の指標として,1)大腿骨遠位端骨端骨縦径(FEH)

及び 2)尿中テトラハイドロコーチゾン排泄量(THE)が有用か否かを検討した。対象は,新生

児マススクリーニングにより見出された甲状腺機能正常の高 TSH 血症 14例(男 9,女 5),対

照新生児・乳児 22 例(男 5,女 17)である。FEH は,高 TSH 血症(n=14)において 2.5～5.0 ㎜

で,文献上の正常値に一致した。THE は,対照新生児(n=7)において 9.1～21.0 ㎎/gCRTNN,高

TSH 血症(n=2)において 0.8～2.1 ㎎/gCRTNN であった。前者に比し後者の THE は低い傾向に

あり,THE の経時的変化を指標とする鑑別の有用性が示唆された。 


